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研究成果の概要（和文）：Poly(I:C)の経鼻投与により作成したウイルス性気道炎症モデルマウスに、瀉白散煎
剤(SHS)、含有成分のリクイリチゲニン(LG)またはモルシン(MOR)を経口投与したところ、Poly(I:C)により上昇
した肺の炎症性サイトカイン、好中球マーカー、好中球ケモカイン及び受容体のmRNA発現量は、SHS投与により
減少し、LGやMORにも同様の作用が認められた。また、Poly(I:C)の添加によりヒト気道上皮細胞で増加した炎症
性サイトカイン、好中球ケモカインのmRNA発現量は、SHSの添加により減少した。LGやMORにも同様の作用が認め
られたことから、これらが活性成分の一部であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Hot-water extract of a Kampo (traditional Japanese herbal) medicine "
shahakusan" or its constituents (liquiritigenin, morusin) was administered orally to the viral 
airway inflammation model mice prepared by intranasal inoculation of synthetic viral double-stranded
 RNA analog, Poly(I:C). The mRNA expression levels of inflammatory cytokines, neutrophil markers, 
neutrophil chemokines and their receptors in lungs increased by inoculation of Poly(I:C) were 
decreased by administration of shahakusan extract, and similar effects were observed in 
liquiritigenin and morusin. The mRNA expression levels of inflammatory cytokines and neutrophil 
chemokines increased in human bronchial epithelial cell line, BEAS-2B, by addition of Poly(I:C) were
 decreased by addition of shahakusan extract. Since similar actions were also observed in 
liquiritigenin and morusin, it was suggested that these constituents are at least a part of the 
active ingredients of shahakusan extract.

研究分野：漢方薬理学
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１．研究開始当初の背景 
 インフルエンザは毎年流行を繰り返し、乳
幼児においては脳炎・脳症、高齢者において
は肺炎を引き起こし、人類にとって生命に関
わる危険な感染症である。現在、インフルエ
ンザ対策としては、ワクチン接種が最も有効
な予防手段である。しかし、現行の皮下接種
ワクチンは重症化の予防効果はあるが、感染
そのものを予防する作用は弱い。また、A型
H1N1亜型 pdm2009ウイルスのように、これ
までヒトに感染したことがないウイルスが
流行した場合には、ワクチンの製造・供給が
不十分になる場合もある。一方、インフルエ
ンザの治療には抗インフルエンザウイルス
薬が用いられている。インフルエンザウイル
スが感染細胞から遊離するときに働くノイ
ラミニダーゼ（シアリダーゼ）阻害薬が開発
され、臨床で頻用されているが、経口薬であ
るオセルタミビルに対する耐性ウイルスの
高頻度での出現が報告されている（厚生労働
省報道発表資料, 2009）。また、これらの抗イ
ンフルエンザウイルス薬はインフルエンザ
の発症後 48 時間以内に服用を開始しないと
有効性が期待出来ない（添付文書情報）。こ
れらのことより、インフルエンザ治療薬の選
択肢の幅を広げることが必要とされている。 
 
２．研究の目的 
 漢方方剤のある種のものは、古来より臨床
において急性の呼吸器感染症の治療に用い
られていることから、インフルエンザに対す
る有効性が期待される。しかし、漢方薬のイ
ンフルエンザに対する有効性を科学的に証
明した報告はほとんどなかった。研究代表者
らはこれまでに、漢方方剤のひとつである
「小青竜湯」がインフルエンザウイルスを感
染させたマウスにおいて、気道における同ウ
イルスの増殖を抑制し、抗インフルエンザウ
イルス活性を示すことを明らかにしている。
また、小青竜湯は粘膜免疫系の誘導組織であ
る腸管パイエル板の T リンパ球を活性化し、
気道においてインフルエンザウイルス特異
的 IgA抗体を上昇させることによって抗ウイ
ルス活性を示すことを報告している。さらに、
抗ウイルス IgA抗体を上昇させる成分として
不飽和ヒドロキシ脂肪酸の一種である
9,12,13-トリヒドロキシ-10E-オクタデセン酸
（ピネリン酸）の立体異性体の混合物を見出
している。一方、「麻黄湯」が近年、臨床で
インフルエンザの治療に用いられている。臨
床研究においては、麻黄湯のインフルエンザ
における解熱作用が報告されている。研究代
表者らは、麻黄湯がインフルエンザウイルス
感染マウスにおいて投与開始後 48 時間以内
に解熱作用を示し、気道でのウイルスの増殖
を抑制することを明らかにしている。さらに、
麻黄湯は獲得免疫が働く前の早い段階で、気
道で抗インフルエンザウイルス抗体を上昇
させることを明らかにしている。しかし、こ
れらの漢方方剤はインフルエンザの初期に

は有効とされているが、感染がある程度進行
した病態に対しては有効とされていない。研
究代表者らは、呼吸器感染症が下部気道に進
行した症状に有効とされる「瀉白散」の煎剤
がマウスにおいて抗インフルエンザウイル
ス活性を示すことを明らかにしている 1)。 
 そこで本研究では、瀉白散煎剤のインフル
エンザウイルス感染に対する有効性の作用
機序について、気道免疫系に対する作用を中
心に解析するとともに、作用成分の解明を行
うことを目的として検討を行った。 
 
３．研究の方法 
 瀉白散（構成生薬：桑白皮、地骨皮、炙甘
草、粳米）は、大塚敬節『経験・漢方処方分
量集』に従って調製し、煎出後の煎液を凍結
乾燥したものを実験に用いた。瀉白散煎液含
有成分であるリクイリチゲニン、モルシン及
び含有成分の腸内細菌代謝物であるグリチ
ルレチン酸は市販のものを用いた。 
(1) In vivoにおけるウイルス性気道炎症に対
する作用の検討 
 BALB/cマウス（♀、7週齢）に 3日間連続
でウイルス二重鎖 RNA 合成類似物である
Poly(I:C) (25 µg/mouse)を片側鼻腔に経鼻投与
することで気道炎症を惹起させ、同時に水、
瀉白散煎剤エキス(1.0 g/kg/day)、リクイリチ
ゲニン (7 mg/kg/day)またはモルシン (7 
mg/kg/day)を経口投与した。最終投与から 6
時間後に肺を採取し、mRNAの発現量をリア
ルタイム PCR 法により測定した。また、24
時間後に気管支肺胞洗浄液(BALF)を採取し、
ELISA法によりタンパク質量を測定した。 
(2) In vitroにおけるウイルス性気道炎症に対
する作用の検討 
 ヒト気道上皮 BEAS-2B 細胞株に Poly(I:C)
を添加することで炎症を惹起させ、30分後に
瀉白散煎剤エキス、リクイリチゲニン、モル
シンまたはグリチルレチン酸を添加し、
Poly(I:C)添加から 3 時間後に細胞を回収した。
細胞についてリアルタイム PCR 法で mRNA
発現量を測定した。また、Poly(I:C)添加から
6時間後の培養上清について ELISA法でタン
パク質量を測定した。 
 
４．研究成果 
(1) Poly(I:C)投与モデルマウスの気道炎症に
対する作用の解析 
 Poly(I:C)の投与により上昇した肺における
炎症性サイトカインである Il1b、好中球ケモ
カインである Cxcl1と Cxcl2、好中球ケモカイ
ン受容体である Cxcr2、好中球マーカーであ
る Gr1（図 1）及び好中球から分泌されるカ
ルシウム結合タンパク質の構成要素である
S100a8 の mRNA 発現量が瀉白散煎剤エキス
の投与により有意に減少した。また、リクイ
リチゲニン及びモルシンの投与では Poly(I:C)
投与による肺での Il1b、Cxcl1（リクイリチゲ
ニンのみ）、Cxcr2、Gr1（図 1）及び S100a8
の mRNA 発現増強に対する抑制効果が瀉白



図 1 Poly(I:C)誘発気道炎症モデルマウスの肺
での Gr1 の mRNA 発現量に対する瀉白散煎
剤、リクイリチゲニン、モルシンの影響 
 
散煎剤エキスと同様に認められた。また、
ELISA 法によるタンパク質量の測定では、
Poly(I:C)で上昇した BALFの IL-6のリクイリ
チゲニン及びモルシンの投与により有意な
低下が認められた。 
(2) Poly(I:C)添加気道上皮細胞株に対する作
用の解析 
 BEAS-2B 細胞への Poly(I:C)添加により増
加した炎症性ケモカインである CXCL10，
CXCL8，CXCL1，CXCL2、炎症性サイトカイ
ンである IL6のmRNA発現量が瀉白散煎剤エ
キスの添加により有意に減少した。また、
ELISA 法でタンパク質の量的変化を測定し
たところ、瀉白散煎剤エキスの添加により
CXCL10，IL-6，CXCL1 産生量の有意な低下
が認められた。瀉白散煎剤エキスの含有成分
及び腸内細菌代謝物についても同様の検討
を行ったところ、グリチルレチン酸の添加で
CXCL10, IL1bの、リクイリチゲニンの添加で
CXCL10, IL1b, TNF の、モルシンの添加で
CXCL10のmRNA発現量の有意な減少が認め
られた。 
(3)まとめ 
 研究代表者らはこれまでに、インフルエン
ザウイルス下気道感染モデルマウスにおい
て瀉白散煎剤の投与により肺での炎症が抑
制されることを報告しているが 1)、瀉白散煎
剤の肺での炎症の改善が抗ウイルス効果だ
けによるものなのか、直接的な炎症の改善効
果もあるのかは明らかになっていなかった。
しかし、本研究の Poly(I:C)経鼻投与モデルマ
ウスを用いた検討において、瀉白散煎剤の投
与により肺における炎症性サイトカイン、好
中球ケモカイン、好中球ケモカイン受容体や
好中球マーカーなどの mRNA の発現量の抑
制が認められたことから、本煎剤には好中球
の肺への集積を抑制し、直接的な炎症の改善
効果も有することが示唆された。また、本煎
剤の含有フラボノイドであるリクイリチゲ
ニン及びモルシンは瀉白散煎剤の有する気
道炎症改善作用の一部の発現を担っている
可能性が示唆された。さらに、ヒト気道上皮
細胞株への添加実験で、瀉白散煎剤やその含
有成分及び腸内細菌代謝物が炎症性サイト
カイン、炎症性及び好中球ケモカインの産生
を抑制したことから、瀉白散煎剤の作用発現
メカニズムとして、経口投与後に含有成分や

その腸内細菌代謝物が腸管から吸収され、肺
組織に分布して作用する経路を経由するメ
カニズムが関与していることが示唆された。 
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http://www.lisci.kitasato-u.ac.jp:8080/bio_pharm 
http://www.kitasato-u.ac.jp/lisci/life/chart/LSI-la
b25.html 
https://www.kitasato-u.ac.jp/research/gakubu/k11
1102105.html 
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